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　秋になってますます食欲旺盛な

子供たち。どこにどんな木の実が

なっているか、ちゃんと知ってい

ますから、秘密の場所にわれ先に

と飛んで行ったものです。身近な

場所で摘むことのできたのはオン

コ（イチイ）。ごく普通に庭木でお

なじみですが、少し大ぶりの果実

の甘さは格別です。お腹を空かせ

た一団が通りがかりにでも見つけ

ようものなら、まるで渡り鳥の群

れのようにたちまち口の中に入れ

てしまい、地面は種だらけに。大

人になってもそんなことをしてい

る人はめったに見かけませんが、

果実酒にでもしているのかも。

　大丸の進出で札幌はおろか近郊都市の買い物
スタイルまで大きく変化。戦前から「見るは三

越、回るは丸井、買おかよそおか五番舘」（さ
っぽろ文庫）などと言われて歴史を誇ってきた
“御三家”も、廃業したり経営が移ったりで、特
にお年寄りには出かけにくくなりました。
　呉服店からスタートした丸井今井の百貨店開
店は大正5年。今はなき五番舘は明治32年に札

幌駅前に新築しています。また三越札幌店の開
店は昭和7年と、いずれも札幌の発展とともに
消費行動をリードしてきました。お出かけには、
ご婦人たちは少しおめかしして、子供たちには
屋上遊園地で
遊んだり大食
堂でランチを
食べたりする
のが楽しみだ
ったものです。
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馬
橇そ

り

な
ら
よ
く
聞
く
け
れ
ど
車
橇
っ
て
ナ
ニ
？
│
│

馬
車
の
車
輪
と
馬
橇
を
作
っ
て
い
た
仕
事
の
紹
介
で
す
。

共
通
点
は
木
を
蒸
し
て
曲
げ
る
こ
と
。

　
明
治
初
期
か
ら
昭
和
二
十
年
代
に
か
け

て
、
多
く
の
市
街
地
に
あ
っ
た
車
橇
製
作

所
。
馬
車
が
農
作
物
や
木
材
、
一
般
の
荷

物
の
ほ
か
、
時
に
は
人
も
運
ん
だ
時
代
で

し
た
。
馬
橇
も
積
雪
期
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
運
搬
機
関
。
冬
に
大
活
躍
し
た
証

拠
が
春
に
舞
う〝
馬
ふ
ん
風
〞で
す
。

　
藤
原
車
橇
製
作
所
は
明
治
三
十
六
年

車
輪
も
橇
の
台
木
も

木
を
蒸
し
て
曲
げ
る
。

藤
原
車し

ゃ

橇そ
り

製
作
所

材
の
長
さ
に
合
わ
せ
て
橇
の
前
後
の
長
さ

を
調
節
で
き
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
仕
事
場
を
の
ぞ
く
と
、
馬
車
の
車
輪
や

橇
の
製
作
に
い
か
に
職
人
の
技
が
要
求
さ

れ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
主
屋
に
も
倉
庫

に
も
設
備
さ
れ
て
い
る
セ
イ
ロ
ウ
や
釜
、

ス
ト
ー
ブ
、
薪
。
さ
ら
に
は
曲
げ
型
台
木
、

ロ
ク
ロ
│
│
木
を
蒸
し
て
曲
げ
る
と
い
う

橇
の
台
木
に
も
車
輪
に
も
共
通
し
た〝
ア

ー
ル（
Ｒ
）づ
く
り
〞が
さ
ぞ
か
し
難
し
か

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
加
え
て
お
び
た
だ

し
い
工
具
の
数
々
。
開
拓
使
が
官
営
工
場

で
始
め
た
北
海
道
の
馬
車
・
馬
橇
製
作
の

集
大
成
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
表
通
り
か
ら
見
る
と
す
ぐ
わ
か
る
、
屋

根
に
乗
せ
た
実
物
の
馬
橇
と
車
輪
が
職
人

の
誇
り
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
子
を
負
ひ
て
雪
の
吹
き
入
る
停
車
場

に
わ
れ
見
送
り
し
妻
の
眉
か
な

　
明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）九
月
、
小

樽
日
報
社
に
赴
任
し
た
啄
木
は
、
妻
の

姉
の
夫
で
中
央
小
樽
駅
長
の
家
に
身
を

寄
せ
ま
す
。
そ
の
官
舎
が
現
在
の
三
角

市
場
付
近
。
や
が
て
花
園
町
に
一
家
で

移
り
ま
す
が
、
自
ら
引
き
起
こ
し
た
社

　
興
味
が
な
け
れ
ば
単
な

道
内
各
地
に
歌
碑
が
あ
り
ま
す
が
、

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
石
川
啄
木
。

　
今
年
、
没
後
百
年
で
ク
ロ
ー

す
。
深
く
な
る
も
の
で

ば
、
よ
り
味
わ
い

で
も
知
識
が
あ
れ

ぜ
あ
る
の
か
多
少

く
て
も
、
そ
こ
に
な

る
石
碑
に
し
か
見
え
な

小
樽
駅
西
側
の
三
角
市
場
入
口
に
立
つ

こ
の
歌
碑
は
、
当
時
の
啄
木
の
生
活
が

よ
く
わ
か
る
も
の
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
の
ご
た
ご
た
で
、
翌
年
一
月
十
九
日
、

単
身
で
釧
路
へ
向
か
う
こ
と
に
。

　
雪
が
舞
う
厳
寒
の
駅
舎
。
子
を
背
負

う
妻
の
目
に
見
た
の
は
心
細
さ
か
、
そ

れ
と
も
恨
み
か
│
│
。
こ
の
ほ
ど
改
装

を
終
え
て
新
し
く
な
っ
た
小
樽
駅
で
す

が
、
そ
の
情
景
を
思
い
描
く
こ
と
は
容

易
で
し
ょ
う
。

考
案
さ
れ
て
北
空
知
地
方
に
普
及
し
、
北

海
道
の
馬
橇
製
作
史
上
大
き
な
功
績
を
残

し
て
」（
北
海
道
開
拓
の
村
整
備
事
業
の

あ
ゆ
み
）い
ま
す
。

　
バ
チ
バ
チ
と
い
う
の
は
、
北
斗
市
郷
土

資
料
館
に
野
外
展
示
さ
れ
て
い
る
バ
チ
バ

チ
橇
の
説
明
に
、「
馬
橇
二
台
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
」
と
あ
り
ま
す
。
乗
せ
る
木

（
一
九
〇
三
）、
妹

背
牛
町
で
創
業
。

三
代
に
わ
た
っ
て

引
き
継
が
れ
、
昭

和
三
十
八
年（
一

九
六
三
）こ
ろ
ま

で
こ
の
建
物（
再

現
）で
車
橇
製
作

が
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、「
藤

原
式
改
良
馬
橇
、

改
良
バ
チ
バ
チ
が

石
川
啄
木
歌
碑
（
小
樽
駅
）

左上の馬車の車輪作りと右の橇の台木の鼻曲げの共通点は
木材をセイロウでふかし、軟らかくして曲げること。高度な技術を要した

上：新しくなった小樽駅。下左：啄木一家が間借りしていたせんべい屋。
今は飲食店「た志満」（花園３－９）。下右：啄木が勤務していた小樽日
報社跡地に建つ内科医院（静屋通り）

三角市場の出入口から
小樽駅方向を見るように

●
北
海
道
開
拓
の
村
　
所
在
地
／
札
幌
市
厚
別
区
厚
別
町
小
野
幌
五
〇
│
一
　
電
話（
〇
一
一
）八
九
八
│
二
六
九
二

開
拓
時
代
か
ら
昭
和
二
十
年
代
に
か
け
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
運
搬
機
関
は
馬
車
と
馬
橇

主
要
な
市
街
地
に
は
必
ず
車
橇
製
作
所
が
あ
っ
た
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六
月
の
初
め
、
新
聞
の
片
隅
に『
沙

漠
の
魔
王
』が
、
秋
田
書
店
よ
り
復
刻

さ
れ
る
と
い
う
広
告
が
載
っ
た
。
私
は

す
ぐ
知
り
合
い
の
ア
テ
ネ
書
房
に
行
き
、

こ
の
本
を
購
入
す
る
旨
を
伝
え
た
。
も

ち
ろ
ん
、
お
店
の
人
は
こ
の
本
の
こ
と

は
知
ら
な
い
。
ま
だ
生
ま
れ
る
ず
ー
っ

と
前
の
話
だ
か
ら
。

　
で
も
私
に
と
っ
て
は
、『
冒
険
王
』は

小
学
生
時
代
を
通
じ
て
の
愛
読
書
で
、

中
で
も
巻
頭
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
絵
物
語
、

福
島
鉄
次
の『
沙
漠
の
魔
王
』は
私
を
夢

中
に
さ
せ
て
く
れ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
、
ボ

ッ
プ
、
メ
リ
ー
、
そ
し
て
プ
ッ
セ
、
彼

女
の
白
い
顔
は
サ
ラ
の
香
木
と
共
に
今

で
も
目
に
浮
か
ぶ
。
年
に
二
回
ほ
ど
出

る『
冒
険
王
合
本
・
沙
漠
の
魔
王
』は
、

小
学
生
の
私
に
と
っ
て
の
宝
物
で
あ
っ

た
。
た
し
か
一
冊
百
円
だ
っ
た
と
思
う
。

や
む
を
え
な
い
事
情
が
あ
っ
て
全
部
は

買
え
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
七
冊
は
持

っ
て
い
た
。

　
小
学
六
年
ぐ
ら
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
、

悪
書
追
放
運
動
と
い
う
の
が
日
本
に
起

こ
っ
た
。

　
内
容
が
ケ
バ
ケ
バ
し
く
、
荒
唐
無
稽
、

非
科
学
的
で
か
つ
前
近
代
的
、
例
と
し

て
沙
漠
の
魔
王
、
エ
ロ
チ
ッ
ク
で
イ
ヤ

ラ
シ
イ
、
手
塚
治
虫
の
漫
画
│
青
少
年

に
は
も
っ
と
健
や
か
で
健
康
的
な
読
み

物
を
与
え
る
べ
き
と
い
う
訳
。
東
京
で

は「
見
な
い 

読
ま
な
い 

買
わ
せ
な
い
」

と
い
う
三
な
い
運
動
が
起
こ
り
、
彼
ら

の
言
う
悪
書
な
る
も
の
を
何
万
冊
も
集

め
て
焼
い
た
り
破
っ
た
り
し
た
と
い
う
。

た
と
思
っ
た
。

　
一
時
、
古
書
店
で
三
百
万
の
値
が
つ

い
た
と
い
う
。
そ
の
客
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

で
三
百
万
払
い
、
名
も
告
げ
ず
立
ち
去

っ
た
と
い
う
。
ア
テ
ネ
で
本
を
受
け
取

る
時
、「
他
に
誰
か
注
文
し
た
人
は
？
」。

私
一
人
だ
っ
た
由
。
復
刻
さ
れ
る
の
が

遅
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
あ
の
頃
の
小
学
生
も
も
う
七
十
。
私

も
老
眼
が
こ
ん
な
に
進
む
前
に
読
み
た

か
っ
た
と
は
思
う
け
れ
ど
、
高
校
の
時

の『H
isto
ire d

O

』（
Ｏ
嬢
の
物
語
）、

中
学
の
時
の『S

h
e

』（
洞
窟
の
女
王
、

第
三
六
号
で
紹
介
）、
そ
し
て
一
番
最

後
に
な
っ
た
け
れ
ど『
沙
漠
の
魔
王
』。

と
に
か
く
手
に
と
っ
て
読
め
る
の
だ
か

ら
、
今
年
の
夏
は
ど
ん
な
に
暑
く
と
も
、

私
に
は
ス
テ
キ
な
夏
だ
っ
た
。

　
こ
の
波
は
北
海
道
の
片
田
舎
・
士
別

に
も
及
び
、
校
庭
で
処
分
す
る
か
ら
各

自
持
っ
て
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
も

ち
ろ
ん
私
は
一
冊
た
り
と
も
持
っ
て
い

か
な
か
っ
た
。
リ
ン
ゴ
箱
に
何
箱
も
あ

り
、
私
の
宝
物
だ
っ
た
の
だ
け
ど
、
札

幌
に
引
っ
越
す
時
、
父
か
ら
多
す
ぎ
て

貨
車
に
積
み
き
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
、

泣
く
泣
く
置
い
て
く
る
し
か
な
か
っ
た
。

　
今
で
も
残
念
。
せ
め
て『
沙
漠
の
魔

王
』だ
け
で
も
持
っ
て
く
れ
ば
よ
か
っ

ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ 

ス
ガ
ワ
ラ

菅
原 

薫
さ
ん

●
札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
一
丁
目

　
第
３
一
条
ビ
ル

　
電
話（
〇
一
一
）二
七
一
│
三
八
五
五

　
夏
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
北
斗
市

出
身
の
佐
々
木
翔
選
手
が
話
題
と
な
り
、
女
子

の
ペ
ア
が
愛
称
で
呼
ば
れ
る
ほ
ど
身
近
な
ス
ポ

ー
ツ
と
な
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。
近
年
は
中
国

ん（
六
一
）で
す
。

　
そ
の
日
本
女
子
の
黄
金
期
、
六
〇
年
代
後
半

か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
菅
原
さ
ん
は
ラ
ケ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
、
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
東
京
本
社
の
営

業
マ
ン
兼
選
手
で
し
た
。「
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

て
は
団
体
戦
の
員
数
合
わ
せ
の
よ
う
な
も
の
で

し
た
」
と
謙
そ
ん
し
ま
す
が
、
選
手
だ
っ
た
か

で
開
店
し
た
の
が
昭
和
五
十
八
年
の
こ
と
で
す
。

以
来
、
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
店
と
し
て

用
品
販
売
と
ガ
ッ

ト
張
り
替
え
、
選

手
の
育
成
、
強
化

に
情
熱
を
傾
け
、

現
在
は
北
海
道
実

や
韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
の

力
が
抜
き
ん
出
て
い
ま
す

が
、
日
本
に
女
子
の
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
い
た
時

代
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に

か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う

「
ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
・

ス
ガ
ワ
ラ
」
の
菅
原
薫
さ

ら
こ
そ
今
日
ま
で
の
歩
み
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
や
が
て
転
勤
に
な
っ
て
地
歩
を
固
め
た
北
海

道
。「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
レ
ベ
ル
も
高
く
、
専

門
店
も
な
か
っ
た
の
で
」、
現
在
地
の
向
か
い

業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
常
務
理
事
で
も
。

　
ス
タ
ッ
フ
七
人
の
う
ち
四
人
は
菅
原
さ
ん
、

奥
さ
ん
、
二
人
の
お
子
さ
ん
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
家
。
じ
つ
は
奥
さ
ん
の
た
き
子
さ
ん
も
、
先

の
黄
金
時
代
に
や
は
り
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
の
選
手
で
、

北
海
道
に
来
て
か
ら
は
二
十
一
年
間
、
全
日
本

レ
デ
ィ
ー
ス
選
手
権
の
北
海
道
代
表
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、「
戦
績
は
私
よ
り
ス
ゴ

イ
」
と
菅
原
さ
ん
。
七
人
全
員
が
日
本
体
育
協

会
の
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
の
も
こ

さ
ん
も
感
慨
深
げ
。
ち
な
み
に
こ
れ
ま
で
に
お

店
で
張
っ
た
ガ
ッ
ト
は
何
本
く
ら
い
に
な
る
か

尋
ね
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
即
座
に
電
卓
を
は
じ

い
て
「
ざ
っ
と
九
万
本
」
と
い
う
答
え
で
す
。
一
本

張
り
上
げ
る
の
に
、
集
中
し
て
機
械
に
向
か
え

ば
三
十
分
く
ら
い
で
完
成
し
ま
す
が
、
そ
の
間

に
来
客
が
あ
っ
た
り
電
話
を
受
け
た
り
で
中
断

も
し
ば
し
ば
。「
お
客
さ
ん
の
指
定
す
る
ポ
ン
ド

数（
テ
ン
シ
ョ
ン
）に
早
く
正
確
に
張
り
上
げ
る
」

こ
と
が
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

ち
ら
の
特
徴

で
す
。

　
創
業
二
十

九
年
目
の
今

年
十
月
、
新

店
舗
に
引
っ

越
し
て
菅
原

張
っ
た
ガ
ッ
ト

九
万
本
!?

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
歩
む
。

当時の『冒険王』の付録だった
『沙漠の魔王』の年賀葉書。
筆者秘蔵の本物の額装！？

※
レ
ト
ロ
ス
ペ
ー
ス
・
坂
会
館
／
札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
三
条
七
丁
目
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
一
）六
三
二
│
五
六
五
六

機
械
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
固
定
し

縦
、
横
と
ガ
ッ
ト
を
張
っ
て
い
く

テ
ン
シ
ョ
ン
は
自
動
で
設
定

写
真
は
二
十
五
ポ
ン
ド
を
示
し
て
い
る

一
本
張
り
上
げ
る
の
に
お
よ
そ
三
十
分

創業29年目の今年、10月11日にオープンしたばかりの新店舗に
バドミントンやテニスのラケット、ウエアなどが並んでいる

菅原さんと妻のたき子さん
たき子さんもスゴイ戦績の持ち主
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●
記
念
誌
で
歴
史
を
残
す

●
小
紙
を
お
送
り
し
ま
す

　
企
業
や
団
体
が
二
十
年
、
三
十
年
と

歴
史
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
人
が
変

　
自
分
史
な
ど
本
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
て
い
る
人
の
た
め
に
、
印
刷
担
当
者

と
編
集
者
が
お
伺
い
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
も
ど
う
ぞ
。

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
慌
し
い
毎
日
に
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け

る
話
題
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
る
小
紙
で
す
。
ご
希
望
の
方
に
無

料
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
印
刷
紙
工

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

わ
っ
た
り
資
料
が
散
逸
し
た
り
し
ま
す
。

節
目
の
年
に
記
念
誌
の
制
作
は
い
か
が

で
す
か
。
企
画
、
編
集
、
印
刷
、
ど
の

段
階
か
ら
で
も
ご
用
命
を
承
り
ま
す
。

●
出
前
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

各部に美しい名称のある本（前号）を寝っころがって読むなんて、本に失礼──。
それなら文庫本や新書でどうでしょうか。軽いし、ページをめくるのも楽ですよ。
価格も安めで携帯にも便利。電車の中でケータイとにらめっこより、よほどよろしいかと。

文庫の草分け

　文庫といえば思い出すのが岩波文庫と

新潮文庫。新潮が大正３年、岩波が昭和

２年と、どちらも日本の文庫本の最初を

名乗っていますが、創刊した時の本のサ

イズが少々異なるようです。

　いずれにしても、それぞれのベストセ

ラーの奥付（巻末に記してある発行年月

日や刷数）に“老舗”の面目躍如たるもの

があります。新潮文庫の最初の作品、川

端康成の「雪国」は昭和22年７月発行で、

今年５月でなんと147刷。一回に何部

印刷するのか不明ですが、まさに不朽の

名作といってよいでしょう。

　片や岩波文庫。同書店によりますと刊

行以来、多く読まれてきたベスト３は①

「ソクラテスの弁明・クリトン」156万

9000部②「坊っちゃん」135万8000

部③「エミール（上）」（2006年12月ま

で）。「ソクラテス─」は昭和２年発行で、

今年４月で99刷を重ねています。

　文庫の発行形態は、古典以外は新刊本

の普及版として数年後に刊行されるのが

一般的でしたが、今では事典や学術書、

ビジュアル版など様々なジャンルで発刊

されています。出版社も多数。渉猟には

もってこいでしょう。

知識を蓄える新書

　文庫に劣らず豊富なラインナップが各

社の新書。歴史は昭和13年（1938）創

刊の岩波新書に始まります。文庫が主と

して古典を収

録するのに対

して、こちら

は書き下ろし

（新聞連載な

どをまとめる

のではなく、

初めから出版

を目的に書

く）。自然科学や社会科学、人文科学な

どあらゆるジャンルにわたっていますの

で、教養を高めるのには最適です。

　最近では養老孟司「バカの壁」（新潮

新書、2003年）が発売以来３年間で

400万部を超えたというベストセラー

が記憶に新しいところ。「さおだけ屋は

なぜ潰れないのか」（山田真哉、光文社

新書）や「世にも

美しい数学入門」

（藤原正彦／小川

洋子、ちくまプリ

マー新書）といっ

た、興味を引きそ

うなタイトルも特

徴です。

　①組版（本文の印字）　10日間

　②初校（著者文字校正）２週間

　③初校直し　１週間

　④再校正　　１週間

　⑤最終校正　１週間

　⑥印刷　１週間

　⑦製本　１週間

立てておいた方がよいでしょう。

　ページ数などにもよりますが、手書きの原

稿で受け取った場合で概ね完成まで２～３か

月くらいでしょうか。その工程は

　本の完成に合わせて何かを催すと

か、多忙で他の仕事とスケジュール

が重なるなどというときは、予定を

　少しずつ自分史の原稿ができてい

ます。もう３カ月もすれば完成する

と思いますが、その後の工程のこと

をまったく考えておりませんでした。印刷会

社に原稿を渡してから先は、どのような作業

手順になるのでしょうか。何か月くらいで刷

り上がるのでしょうか。

印刷渡しから２、３か月で納品

とくに著者校正で手間取ったり、大幅な直し、

差し替え、新たな原稿・資料類の追加などが

発生しますと大きく遅れます。肝心なことは、

最初から文章を納得のいくものにしておくこ

とや、正確な年月日の記載です。

　──で合計８週間、

約２か月ということ

になります。

　しかしこれは、あ

くまでも目安であっ

てこのとおり順調に

いくとは限りません。

デザイン・イラスト／伊藤公修


